
 

 

 

 

 

がん相談に関わる医師・看護師・ソーシャルワーカー・行政担当者 

等 130 名以上の参加がありました。午前の部は東北 6県の各担当者 

より「がん相談における先駆的取組み」の発表が行われ、活発に意見 

が交換されました。 

テーマ 宮城県・福島県…広報活動について 

岩手県・秋田県…関係機関との連携について 

青森県…患者会活動について 

 山形県…就労支援について 

午後の部は、『「困った」の扉を開けるアセスメント 

を学ぼう～あなたはリアルニーズにたどり着いていま 

すか？～』のテーマで学びを深め、スキルアップを図 

りました。 

 

東北地方のがん医療水準の向上を目的に平成 20年に 

設立され、以後、加盟している団体で継続的に会議を 

重ねています。 

ウィッグ助成への取り組みや自治体への働きかけ等 

について情報の交換や、がん医療に関する最新知識の 

習得の場にもなっています。 

 

健康フェアのブース出展で、秋田県内 12のがん

相談支援センターの紹介と、和みアート体験コー

ナー等を設けました。期間中は大人から子どもま

で沢山の方がブースを訪れて賑わいました。 

秋田大学医学部附属病院 地域医療患者支援センター・がん相談支援センター 発行 
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11 月 1８日（土） 
秋田県総合保健センターにて 

9 月 9日（土）～11 日（月） 
秋田市にぎわい交流館AUにて 

和みアート体験コーナーにて 

神奈川県立がんセンター福地智巴先生による講義 

グループワーク 

での 1 コマ 

神林崇副センター長による「鏡面のサイコオンコロジー＝ 

傍腫瘍性神経（精神）症候群」の講演（写真右） 

11 月 17 日（金） 
秋田県総合保健センターにて 



 

 

「がんになっても働き続けたい」を応援するために、 

今回は企業・事業主向けに企画しました。 

第 1部では、「治療と仕事の両立支援」に向けて企業 

やハローワーク等の関係機関がどのように取り組んで 

いるのかという現状について講演をしていただきまし 

た。 

第 2部では、第 1部の講演者とがん経験者、当院 

がん相談支援センターの金子幸太MSWが加わり、今 

後の展望について意見を述べ合い大変有意義な時間と 

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な福祉制度や医療・環境調整等 

に関する情報提供の場を定期的に設け、 

当センターの役割をお伝えしつつ「見 

える化」に努めています。最終回もご 

期待下さい☆。 
  
 

 

 
 

病棟の看護スタッフより依頼を受け、当センター担当の看護師＆

MSWが病棟で希望する内容に沿い勉強会を実施しています。 

テーマは、退院後の環境調整の為に必要なアセスメントの視点や 

介護保険制度・社会保障等の社会資源の活用に関するレクチャー、 

事例を通して考える退院支援のプロセス等です。 

今後も病棟の現状を受け止めつつ、より良い退院支援のあり方を 

共に考えていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

10 月 31 日（火） 
本道 40 周年記念会館にて 

～病院 1Fの院内図書室「ひだまり」にて～ 

 

 

 

第 2回  9 月 27 日（水） 社会保障制度について      

第 3 回 10 月 26 日（木） 高額療養費制度について 

第 4回 11 月 16 日（木） 「介護保険」って知っていますか？ 

第 5回 12 月 5 日（火）  「セカンドオピニオン」について 

第 6回  2 月 7 日（水） 「在宅医療・在宅医療連携外来」、 

「訪問診療医とのお話し会」について 

開催予定！ 

配布資料の一部 

（スライドより） 

 11 月 21 日（火） 1-7 病棟  

「退院支援で活用できる社会資源」 

12 月 4 日（月） 2-3 病棟  

「退院支援におけるアセスメント」 

12 月 6 日（水）  1-6 病棟  

「退院支援を考える」 

 


